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機能の概要
コントロールフレームワークによるエンゲージメントリスク管理の機能強化
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機能の概要
新機能: コントロールフレームワークによる拡張エンゲージメントリスク管理

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度
関連する地域 グローバル

SAP Ariba Supplier Risk この機能を有効化するには、サービスリクエストを提出し
て、この機能をエンゲージメントリスク管理とともにオンに
するよう依頼してください。この機能では問題管理が有
効化されます (これについても設定が必要となります)。
特に複雑なテンプレートカスタマイズ要件がある場合は、
コンサルティングサービスの利用をお勧めします。

SAP Ariba Supplier Risk のライセンス

エンゲージメントリスクプロセス中に問題を作成するには、
SAP のサプライヤリスク問題管理機能もオンにして実装し
ておく必要があります。

サプライヤエンゲージメントに対して適切なリスクデューデ
リジェンスを適用するためのフレームワークがありませ
ん。そのため、適切なリスクコントロールを適用して規制リ
スクコントロール要件や企業リスクコントロールの必須要
件に対応することもできていません。 リスクコントロール
をタイムリーかつ効果的に実施するには、リスクの利害関
係者を特定しなければなりませんが、これをサポートする
機能もありません。また、リスクが特定された場合に、そ
のリスクを軽減するためにサプライヤ/サードパーティをは
じめとする関係者と簡単に連携できる機能も不足していま
す。こうした状況によって、リスクデューデリジェンスに関
するコンプライアンスを確保し、規制要件に対応してサプ
ライヤおよびサードパーティのリスクを軽減するための時
間とコストが増大しています。

サプライヤまたはサードパーティのエンゲージメントリス
クアセスメントは、サプライヤまたはサードパーティとの
エンゲージメント時に、適切なレベルのリスクデューデリ
ジェンスを適用するために定義されたプロセスです。

この機能を導入すると、エンゲージメントリスクアセスメン
トプロセス管理の拡張フレームワークを利用できます。こ
のフレームワークでは、アセスメントプロセスを通じてリ
スクの利害関係者を自動的に特定することにより、配信
する適切なリスクコントロールを特定し、すでにリスクコン
トロールに対応しているサプライヤを迅速審査対象のエ
ンゲージメントとして設定するように推奨します。また、問
題管理が統合されているため、プロセス中に特定された
リスクの軽減を図ることもできます。

バイヤーのお客様は、この機能により、サプライヤエン
ゲージメントのリスク軽減のために必要な時間を短縮する
ことができます。規制や企業のポリシーに準拠した適切な
リスクコントロールを特定し、それらのリスクコントロール
への対応を適切な関係者と連携して行うことができるた
め、サプライヤのリスクが全体的に削減されます。また、
各エンゲージメントに関連するリスクを削減しつつ、サプラ
イヤとのエンゲージメントプロセスの迅速化を図ることが
できます。

サプライヤのお客様の場合は、規制関連のコントロール
に準拠するために必要な時間が短縮されます。また、サ
プライヤから提供された情報をエンゲージメント全体で再
利用できるため、時間とコストを節約することができます。

やや複雑
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機能の概要
新機能: コントロールフレームワークによる拡張エンゲージメントリスク管理

詳細な機能情報
この機能では、サプライヤまたはサードパーティのエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクトの次世代のフレームワークが導入されています。このフレームワークは、サプラ
イヤまたはサードパーティのエンゲージメントに伴う潜在的リスクを評価および軽減するのに必要な、組織に関するリスクコントロールおよび規制リスクコントロールを決定するた
めにエンゲージメントが適用される商品分類、地域、および部門に適用されます。このフレームワークでは、コントロールを完了するために必要な関係者を自動的に特定し、コン
トロールを可視性して追跡します。また、問題管理を統合して、処理中に特定されたすべてのリスクを評価および解決します。

1.申請およびエンゲージメント

潜在的リスクに対応するた
めに新規のサプライヤ/そ
の他のサードパーティ、契
約、またはその他のエン
ゲージメントを評価する必
要があるユーザーが、エン
ゲージメントリスク申請に入
力して提出します。

2.事業詳細の入力

申請者が、エンゲージメント申
請フィルタリング用質問事項
に、申請タイトル、商品分類、
地域、および関係する部門など
の基本的な詳細情報を入力し
ます。フィルタリング用質問事
項には、エンゲージメントの重
大性、重要性、またはアウト
ソーシングの影響に関する質
問が含まれることもあります。

3.固有リスクのスクリーニング

次に、固有リスクのスクリーニング用質
問事項に基づいて、該当するエンゲー
ジメントのリスクに対応するために必要
なリスクコントロールおよびアセスメント
質問事項を決定します。フィルタリング
用質問事項の質問に対する回答に応
じて固有リスクのスクリーニングに含ま
れる一部の質問が決定され、固有リス
クのスクリーニング内の質問に対する
回答によって必要なリスクコントロール
が決定されます。

4.サプライヤの選択

申請者がサプライヤを選択しま
す。該当するエンゲージメントに対
してすでに有効なコントロールを
持っているサプライヤが表示され
ます。申請者は、エンゲージメント
に対して迅速審査対象のサプライ
ヤを選択することで時間を節約で
きます。また、アセスメントが必要
なその他のコントロールの数を明
確に把握している場合は、別のサ
プライヤを選択することもできま
す。

5.申請の確認および承認の取得

申請者が、入力した情報を確
認してから承認のために申請
を提出します。必須の承認者
が提出されたエンゲージメント
申請を確認し、承認または拒
否します。

6.証拠/コントロールプロセスの開
始

担当ユーザーが、特定され
た受信者に対し、エンゲー
ジメントの未処理のコント
ロールすべてに関する詳細
なアセスメント質問事項を
送信します。

7.証拠の収集および承認/拒否

入力が必要なアセスメントが
受信者に通知されます。

サプライヤが Ariba Network 
でリスクアセスメントを入力しま
す。

この段階で、承認者が個別の
質問事項を承認/拒否する場
合もあります。

8.リスクコントロール有効性の確認

リスクコントロールオーナー
が、提出されたリスクアセス
メント質問事項に対する回答
を確認し、有効または無効と
してマークします。

9.エンゲージメントの確認、承認/
拒否

承認者は、エンゲージメント
リスクアセスメントプロジェ
クト全体 (コントロールの有
効性を含む) を確認し、エ
ンゲージメントを承認また
は拒否します。

10.問題管理

申請の提出からエンゲージメントの完了また
は取消までの間であればいつでも、申請者
およびガバナンスエキスパートは、エンゲー
ジメント全体の潜在的な問題を強調するため
に問題を作成することができます。また、こ
の間に、コントロールオーナーは特定のコン
トロールの問題を提起することができます。
その後、関係者がタスクを完了し、コメントを
追加して、それらの問題を追跡および解決し
ます。
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10.問題の追跡と改善*

6.証拠の収集
コントロール/有効性の確認

1.エンゲージメント申請の作成

2.事業詳細の入力
3.固有リスクのスクリーニ

ング
4.サプライヤの選択 (シス

テムによる推奨)
5.申請の確認、提出、お

よび承認

6.リスクコントロー
ル/証拠処理の開

始
7.証拠の収集

7.コントロールの確
認

8.コントロー
ルは有効か

9.プロジェクトの最
終確認

9.エンゲージメント
の承認/拒否

コントロールレベル
でのリスク問題の

作成
問題の改善 解決の確認

解決を受け入
れるか

エンゲージメントレ
ベルでの残存リス

クの状況

契約 WS への問題
/リスクの種類/評

価の送信

はい

いい
え

SAP のベストプラクティスに基づく処理フロー

はい

* 詳細については、ナレッジトランスファーのドキュメント『問題の追跡と改善の強化 - 設定可能なコンテンツと承認ワークフロー (SRISK-36)』(2018 年 7 月リリース) を参照してください。

機能の概要
新機能: コントロールフレームワークによる拡張エンゲージメントリスク管理

申請者

承認者

コントロール
受信者/
ガバナンス
エキスパート

サプライヤ/ 
サードパーティ
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リスクプロセスは、事業の詳細、商品分類、地域、およびビジネスユニットを固有リスクの質問事項および適切なリスクコントロールに
マッピングすることによって進められます。

• 規制および企業リスクコントロールを自動化し、サプライヤリスク全体を削減します。

• 規制要件に対するトレーサビリティを提供します。

• プロセスの早期段階で適切な関係者を特定し、エンゲージメントのリスクコンプライアンス確保に要する時間を短縮します。

• 必須として指定されているガバナンスエキスパートがプロセスの主なステップで確認と承認を行い、コンプライアンスの改善とリ
スクの軽減を図ります。

• 特定されたリスクの問題がリスクコントロールにリンクされ、プロジェクトフレームワーク内で管理されるため、問題が迅速に改
善されます。

リスクポリシーのフレームワークにより、リスクプロセスを自動化してリスクを軽減します。

• 固有リスクと残存リスクのスコアがリスクカテゴリレベルで計算され、サプライヤのリスクが可視化されます。

• 高度な分析に基づくサプライヤの推奨により、すでにリスクコントロールに対応しているサプライヤを迅速審査対象エンゲージメ
ントとして設定し、リスクプロセスおよび規制のコンプライアンスを確保するためのコストと時間を削減することができます。

SLP および SR において完了したアセスメントを再利用できるため、サプライヤの作業やデータ入力の重複が削減さ
れます。

• Supplier Lifecycle and Performance (SLP) プロセスと Supplier Risk (SR) プロセスがリンクされます。

コントロールフレームワークによる拡張エンゲージメントリスク管理: 機能およびメリット
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10.問題の追跡と改善*

6.証拠の収集
コントロール/有効性の確認

1.エンゲージメント申請の作成

2.事業詳細の入力
3.固有リスクのスクリーニ

ング
4.サプライヤの選択 (シス

テムによる推奨)
5.申請の確認、提出、お

よび承認

6.リスクコントロー
ル/証拠処理の開

始
7.証拠の収集

7.コントロールの確
認

8.コントロー
ルは有効か

9.プロジェクトの最
終確認

9.エンゲージメント
の承認/拒否

コントロールレベル
でのリスク問題の

作成
問題の改善 解決の確認

解決を受け入
れるか

エンゲージメントレ
ベルでの残存リス

クの状況

契約 WS への問題
/リスクの種類/評

価の送信

はい

いいえ

SAP のベストプラクティスに基づく処理フロー

はい

* 詳細については、ナレッジトランスファーのドキュメント『問題の追跡と改善の強化 - 設定可能なコンテンツと承認ワークフロー (SRISK-36)』(2018 年 7 月リリース) を参照してください。

機能の概要
新機能: コントロールフレームワークによる拡張エンゲージメントリスク管理

申請者

承認者

コントロール
受信者/
ガバナンス
エキスパート

サプライヤ/ 
サードパーティ
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1.エンゲージメント申請の作成
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2.事業詳細の入力

マスタデータの属性マッピング: 

エンゲージメント申請フィルタリング用質問事項では、商品分
類、地域、および部門を参照し、マスターデータのマッピングを
使用して提示するスクリーニング用質問が決定されます。
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3.固有リスクのスクリーニング用質問の入力

選択した商品分類/地域/部門フィルタと
事業の詳細に従ってスクリーニング用質

問が表示されます。
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4.サプライヤ選択のページ - 画面上部

スクリーニング用質問に対する回答に応じて、エン
ゲージメント申請コンテナプロジェクトで入力したマスタ
データマッピングに基づく特定のコントロールがトリガさ
れます。
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4.サプライヤ選択ステップ (画面下部) 

エンゲージメント申請に関連付けるサプライヤを選択し
ます。[申請の確認] をクリックします。
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5.申請の確認 - 画面上部
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5.申請の確認 - ページ下部

推奨されているコントロールアセスメントと、
以前に完了した推奨コントロールアセスメン
ト (ここには表示されていません) が表示さ

れます。

申請の詳細すべてを入力して確
認したら、申請を提出します。
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5.申請詳細のページ - ページ上部 申請提出後のビューは以下のようになります。

エンゲージメント申請に関する概要情報

必須のワークフロー/タスク
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5.申請詳細のページ - ページ下部

フィルタリング用の質問と回答

スクリーニング用質問事項の質問
と回答

評価対象のサプライヤ
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5.申請の承認
承認ステップのビュー
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6.申請詳細のページ

エンゲージメント承認後、推奨されたアセスメン
トを送信するには [開始] をクリックします。
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アセスメントが正常に送信されたことを示す通知
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サプライヤへの電子メール通知
アセスメントの質問に回答するための通知が電

子メールでサプライヤに送信されます。
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7.サプライヤ質問事項のページ

Ariba Network の [質問事項] セクションに、サプライヤが
完了する必要のあるリスク質問事項が表示されます。

ここには、すべてのモジュール式質問事項も表示されて
います。

サプライヤは、アセスメント名をクリックすることで、すべて
のアセスメントに回答することができます。



21PUBLIC© 2018 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.  ǀ

7.バイヤーユーザー側のエンゲージメント申請詳細ページの表示

アセスメントの状況が [完了] 
になっています。[表示] をク
リックすると、アセスメントの回
答のページが表示されます。

ここでは、アセスメント (Call Tree) が完了してい
るため、ITDR check Singapore Review タスクがト
リガされています。
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8.コントロール有効性の確認のページ

コントロールの確認で、確認の回答に応じて有効または無効としてマークします。
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8.処理フロー (「承認経路」から名称が変更されます)

コントロールの確認を [有効] としてマークすると、タスクが完了
し、ワークフローのこの時点のデシジョンノードが緑色になります。
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9.プロジェクトの最終確認

すべてのコントロールが完了して確認したら、エンゲージメン
トを承認または拒否します。
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この機能は、通常の設定で「オフ」になっています。

特定のレルムで機能を有効にするには、Ariba カスタマサポートにサービスリクエストを提出して以下の機

能の有効化を依頼してください。

1. 新規エンゲージメント申請プロセス (ID: SR-EngagementRequest)

2. 質問事項管理 (ID: SM-6130)

3. SM 管理の「Supplier360Questionnaire」: これにより、Supplier 360 の [質問事項] タイルへのアクセス

権が付与されます。

注: 現在のエンゲージメントリスクプロセスでサポートされている以下の機能は、コントロールフレームワークによるエンゲージメントリ

スク管理の機能強化にはまだ組み込まれていません。

• 固有リスクスコア

• 申請提出時のオプションのサプライヤ選択

• 特殊リスクコントロール/アセスメント

コントロールフレームワークによるエンゲージメントリスク管理の機能強化 - 機能の有効
化方法


